
し
も
だ
て
美
術
館
企
画
展
『
辻
村
寿
三
郎
人
形
展
』ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

11
月
12
日
、ア
ル
テ
リ
オ
会
議
室
を
会
場
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
連
続
人
形
劇
『
新
八
犬
伝
』

の
人
形
制
作
な
ど
で
知
ら
れ
る
辻つ

じ

村む
ら

寿じ
ゅ

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
に
よ
る
人
形
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
し
も
だ
て
美
術
館
企
画
展
『
辻
村
寿
三
郎
人
形
展
』（
会
期
＝
10
月
７
日
～
11
月
26

日
）
に
あ
わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
小
学
生
と
保
護
者
あ
わ
せ
て
約
40
人
が
参
加
。
実
演
を
交

え
た
辻
村
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
が
蝶
や
魚
の
人
形
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　昨年に続き、今年も勤行川に大量のサケが遡上。

サケを観察できる下館小学校東の新橋付近には、連

日大勢の市民が集まり、その姿に見入っていました。

▼ 11 月 16 日、サケの見学に訪れた関城保育所の子どもたち
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２

筑
西
・
に
ぎ
わ
い
の
秋

広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
11
月
15
日
号
の
表
紙
で
紹
介
し
た
『
明
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
に
続
き
、
11
月
、

『
し
も
だ
て
商
工
ま
つ
り
』
や
『
関
城
商
工
ま
つ
り
』
な
ど
、
筑
西
の
秋
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
笑
顔
の一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昨年に引き続き、今年も会場を盛り上げたサンバチーム

見事な演奏で商工まつりに花を添えた県警察音楽隊 子どもたちが華麗なダンス・パフォーマンスを披露

アクロバット小学生集団・三丸大サーカスによるチアダンス

しもだて商工まつり
11月18日（土）・19日（日）

市役所駐車場
『輝き！ 筑西 夢スタイル』と題し、物
産展示即売会やステージ上でのさまざ
まなアトラクション、白バイ・消防車の
展示、献血活動などが行われました。



氷の板を割る空手のデモンストレーション協和中学校の生徒による力強い『よさこいソーラン踊り』

子どもたちのために特設された遊具

市役所駐車場の特設会場にテントが立ち並び、食料品などさまざまな物産が展示即売されました

自作曲『日本全国酒飲み音頭』を歌うベートーベン鈴木さん

テレビ番組のヒーロー・マジレンジャ－登場に拍手喝采

射的コーナーで楽しそうに遊ぶ、笑顔の子どもたち

関城商工まつり
11月３日（祝）
生涯学習センター（ペアーノ）南側特設会場

駅からハイキング
11月18日（土）

特設ハイキングコース
首都圏各地からの参加者
が、中舘の観音寺や勤行川
のサケを見学しながらハイ
キングを楽しみました。（写
真は埼玉県からの参加者）

わっしょい市
11月18日（土）
シビック広場
シビックコア地 区に完 成
したシビック広 場を会 場
として、街かどコンサート
やフリーマーケット、産直
青空市などを行いました。

秋晴れのもと、各種模擬店やベートーベン鈴
木さんによる歌と笑いのショー、魔法戦隊マ
ジレンジャーショー、商工会ラッキー抽選会な
どが行われました。［11 ページに関連記事］

抽選会には長蛇の列が



秋
の
叙
勲
・
褒
章

昭和 52 年から現在までの 30
年間、保護司として更生保護
に尽力。また、人権擁護委員
としても活躍されています。

「保護司として多くの人と出
会い、共に悩み、共に喜び、
さまざまな経験をさせてもら
いました。今後も明るい地域
づくりに貢献していきます」。

大
おおばやし

林　浩
ひろし

さん

（76 歳・柴山）

●瑞宝双光章

昭和 34 年から昭和 59 年まで
の 25 年間、河川やダム建設
などの砂防工事に従事。「思
いがけない受章に驚いていま
す。昭和 34 年の伊勢湾台風
による被害や阿武隈ダムの用
地交渉など当時の苦労が思い
出されます。支えてくれた家
族に感謝しています」。

（70 歳・玉戸）

●瑞宝双光章

昭和 34 年から平成９年まで
の 38 年間教員として、また
平成 12 年からは関城町教育
長として活躍されました。「関
城中学校の改築では、現場の
意見を数多く取り入れてもら
い、理想的な学

まなびや

舎ができまし
た。関係者のご理解とご協力
の賜

たまもの

と感謝しております」。

池
いけだ

田　眞
まこと

さん

（70 歳・関本下）

●瑞宝双光章

昭和 55 年から現在までの 25
年間、民生・児童委員として、
地域福祉の向上に貢献されて
きました。「褒章を受章し、
光栄に思っております。地域
のみなさまのご協力によって
これまで無事に努めてこられ
ました。今後も地域のために
力を注いでいきたいです」。

落
おちあい

合　勇
いさむ

さん

（73 歳・小川）

●藍綬褒章

昭和 33 年から平成 12 年まで
の 33 年間、久下田郵便局に
勤務。地域からの厚い信頼を
得てきました。「雪の中、一
日中歩いて郵便を配達したこ
ともありました。民営化にな
りますが、後輩たちには、仕
事の大切さを理解し、ぜひ、
頑張ってもらいたいです」。

杉
すぎやま

山　平
たいら

さん

（65 歳・樋口）

●瑞宝単光章

昭和 31 年から昭和 63 年まで
の 32 年間、埼玉県警察官と
して活躍。「刑事課長当時、
長期間にわたって広域暴力団
の取り締まりに携わり、多く
の事件を解明し、警察庁長官
賞をいただいたことが思い出
に残っています。そして、妻
と家族に感謝しています」。

勝
かつぬま

沼　昇
のぼる

さん

（77 歳・井上）

●瑞宝双光章

昭和 25 年から昭和 61 年まで
の 36 年間、警視庁と県警の
警察官として地域の安全を
守ってこられました。「刑事
をしていた時、数々の少年問
題に取り組んできたことが印
象に残っています。これまで
支えていただいた、地域のみ
なさまに感謝しています」。

安
あ く い

喰久
ひさ お

夫さん

（76 歳・幸町）

●瑞宝双光章

昭和 39 年から平成 11 年まで
の 35 年間、海上自衛官とし
て国防に従事。「南極観測隊
の輸送支援として極地に行っ
たことや、日米の合同軍事演
習に参加したことなどが思い
出に残ります。家を空けるこ
とが多く、家族には苦労をか
けました。感謝しています」。

竹
たけざわ

沢四
しろ う

郎さん

（61 歳・三郷）

●瑞宝双光章

昭和 29 年に消防団入団以来、
平成 17 年に明野町消防団団
長を辞するまでの 54 年間、
災害現場の第一線で活躍。「昭
和 61 年の小貝川決壊のとき
は、現場の指揮を執っていま
したが、一人の被災者も出さ
ずに済んだことが長い消防活
動の中でも思い出深いです」。

大
おおわだ

和田保
やすのり

則さん

（73 歳・古内）

●瑞宝双光章

元公立小学校長元関東地方建設局
日光砂防工事事務所長保護司

内
うちやま

山昭
しょうご

吾さん

元明野町消防団団長元海上自衛官元警察官

元警察官元郵政事務官民生・児童委員

平
成
18
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
筑
西
市
か
ら
は
、

叙
勲
に
瑞
宝
双
光
章
が
７
人
、
瑞
宝
単
光
章
が
１
人
、
褒
章
で
は
藍
綬

褒
章
に
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
章
し
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞宝双光章



筑
西
市
・
人
権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

筑
西
市
と
下
妻
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
筑
西
市
部
会
で
は
、
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
『
人

権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
応
募
の
あ
っ
た
１
，
４
３
７
点
の
作
品
の
中
か

ら
、
優
秀
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

人

の

和

は

人

権

を

守

る

心

か

ら

増田 紋加
（大田小・６年）

飯村　悠
（上野小・６年）

板橋 瑞樹
（古里小・６年）

古橋 加奈
（川島小・６年）

若松 愛美
（嘉田生崎小・６年）

塩沢 知沙
（伊讃小・６年）

稲川 香純
（小栗小・６年）

赤城 千佳
（上野小・５年）

塚原 来見
（鳥羽小・５年）

大森 玲奈
（大田小・５年）

飯岡 大輔
（養蚕小・５年）

石井 萌加
（下館小・５年）

小澤 芽生
（村田小・５年）

増田 菜奈
（新治小・５年）

箱守　悠
（関城東小・５年）

優秀賞 最優秀賞

松本 彬
（関城西小・６年）

安達ひかり
（伊讃小・５年）

鈴木悠莉華
（新治小・６年）

人
権
啓
発

ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
18
年
度
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
茨
城

県
主
催
）
が
行
わ
れ
、
筑
西

市
か
ら
６
人
の
児
童
・
生
徒

が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
優
秀
賞
】
大
林
美
和
子
（
新

治
小
４
年
）

【
佳
作
】
松
永
花
音
（
川
島
小

３
年
）　

横
田
和
姫
（
村
田
小

学
校
４
年
）　

中
野
翔
太
（
下

館
小
６
年
）　

嶋
田
千
晶
（
協

和
中
学
校
１
年
）　

中
澤
祥
子

（
関
城
中
学
校
３
年
）

関城西小学校で行われた人権教室



６６

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
て

　　

平
成
７
年
１
月
に
起
き
た
『
阪
神
・
淡
路
大

震
災
』
に
お
け
る
木
造
住
宅
の
被
害
は
、
そ
れ

ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
も

の
で
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
地
震

は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
自
身
や

家
族
の
生
命
、
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
自
分
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
住
宅
に
ど

の
程
度
の
耐
震
強
度
が
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
地
震
へ
の
備
え
は
、『
わ
が
家
の

耐
震
性
』
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

建
物
の
規
模
や
形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
一

般
住
宅
。
そ
の
耐
震
強
度
を
知
る
に
は
、
住
宅

ご
と
に
家
屋
の
状
況
を
把
握
し
て
、
地
震
に
対

す
る
抵
抗
力
を
割
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
で
は
、
木
造
一
戸

建
て
の
住
宅
の
状
態
を
、
地
盤
・
基
礎
、
建
物

の
形
、
壁
の
配
置
・
割
合
、
老
朽
度
な
ど
項
目

ご
と
に
診
断
し
ま
す
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家

族
を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
簡
易
耐
震
診
断

を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
は

　

市
建
築
課
建
築
係
TEL
　

20

－

１
１
７
７
（
直
通
）　

知
っ
て
い
ま
す
か
、あ
な
た
の
家
の
耐
震
性

ま
ず
は
気
軽
に
木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
を

無
料

　　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
け
付
け

後
、
現
地
予
備
調
査
と
問
診
表
に
よ
る
相

談
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
日
を
連
絡
し
ま
す
。

　　

問
診
表
に
よ
る
相
談
の
際
に
参
考
と
す

る
た
め
、
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
会
筑

西
支
部
の
調
査
員
が
申
し
込
み
者
の
住
宅

を
訪
問
し
、
予
備
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
で
は
実
際
に
建
物
を
見
て
、
基
礎

ま
わ
り
や
地
盤
、
間
取
り
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。
建
物
平
面
図
な
ど
が
あ
れ
ば
用
意

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

現
地
予
備
調
査
や
問
診
表
に
よ
る
診
断

の
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
建
築
士
会
筑
西

支
部
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

改
修
な
ど
の
対
策
が
必
要
な
場
合
や
、

建
物
の
安
全
性
を
よ
り
正
確
に
確
か
め
た

い
場
合
は
、
一
般
診
断
や
精
密
診
断
（
と

も
に
有
料
）
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

問
診
表
に
よ
る
相
談

申
し
込
み

現
地
予
備
調
査

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診
断
を
お
す
す
め
し
ま
す



メ　モ

７ メモ７ メモ

■元公平委員会委員の齋藤實さんに総務大臣表彰
　齋

さい

藤
とう

實
みのる

さん（74 歳・野
の

殿
どの

）が総務大臣表彰
を受賞しました。齋藤さんは、平成６年から平成
17 年までの約 12 年間にわたり、下館市ほか四
カ町村及び一部事務組合等公平委員会委員とし
て尽力。その功績が認められての表彰です。
■消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

　10 月 29 日、古河市の広域中央運動公園を会
場に、県西地区の 10 市町から 14 チームが参加
して、『消防ポンプ操法競技大会県西地区大会』
が行われました。市内からは関城地区の第 25・
26 分団による合同チームが出場し、日ごろの厳
しい訓練で磨いた技術を披露しました。
■明野中学校校舎改築工事起工式

　11 月７日、明野中学校で、校舎改築（建てかえ）
工事の起工式を行いました。新校舎は鉄筋コン
クリート造２階建、延べ床面積約 7,270㎡で総工
費約 16 億 9 千万円。生徒の主体的な活動を支
援する多目的スペースや情報化に対応するメディ
アセンターなどを備え、平成 20 年９月に竣工の
予定です。

■シビックコア地区整備事業完成式
　11 月 18 日、『筑西市シビックコア地区整備事
業完成式』をアルテリオで、『筑西しもだて合同
庁舎落成式』を同庁舎で開催しました。同事業
では、下館駅北の約 2.4 ヘクタールに国の合同
庁舎や民間施設などが一体的に整備され、市の
拠点地区として生まれ変わりました。

Vol.5
財
政
健
全
化
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て

財
政
破
綻
を
防
ぎ
、安
定
的
な
財
政
運
営
を
確
保
し
ま
す

　

筑
西
市
の
財
政
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
、
平
成
18
年
度
を
緊
急
改
革
期
間
と

位
置
づ
け
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
改
革
の
中
で
、
特
に
財

政
構
造
改
革
の
指
針
と
な
る
も
の
と
し
て
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
健
全
化
を
進
め
る

方
策
と
し
て
次
の
８
項
目
を
定
め
、
市
の
全
事

業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
事
業
の
休
止
・

凍
結
も
含
め
た
徹
底
し
た
改
革
を
行
い
ま
す
。

①
標
準
財
政
規
模
と
歳
出
決
算
規
模
の
縮
減

　

標
準
財
政
規
模
を
２
２
０
億
円
と
予
測
し
、

決
算
規
模
を
平
成
19
年
約
３
４
０
億
円
、
平

成
20
・
21
年
約
３
３
０
億
円
と
し
ま
す
。

健
全
化
方
策
８
項
目
の
達
成
で

危
機
的
財
政
状
況
の
改
善
を
図
る

②
経
常
収
支
比
率
の
引
き
下
げ

　

経
常
収
支
比
率
を
80
％
台
に
す
る
た
め
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
委
託
料
・
補
助
費
な
ど
の
削

減
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入
確
保
の
た
め
、

収
納
率
の
向
上
を
図
り
、
受
益
者
負
担
の
原
則

に
基
づ
く
料
金
改
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
地
方
債
発
行
額
の
制
限

　

新
規
事
業
の
凍
結
・
継
続
事
業
の
休
止
な

ど
で
地
方
債
の
発
行
を
制
限
し
ま
す
。

④
公
債
費
比
率
の
引
き
下
げ

　

全
会
計
の
投
資
的
経
費
を
抑
制
し
、
借
入

金
を
減
ら
し
ま
す
。

⑤
財
政
力
指
数
の
改
善
と
地
方
交
付
税
の
確
保

　

財
政
基
盤
を
強
固
に
す
る
た
め
、
税
金
や

使
用
料
の
収
納
率
向
上
と
、
減
少
傾
向
に
あ

る
地
方
交
付
税
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑥
基
金
の
確
保

　

標
準
財
政
規
模
の
10
％
程
度
の
基
金
を
確

保
し
、
地
域
振
興
基
金
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

⑦
繰
出
金
等
の
抑
制

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
病
院
・
水
道
会

計
へ
の
補
助
金
を
削
減
し
ま
す
。

⑧
情
報
の
発
信
と
共
有
化

　

市
民
・
職
員
に
向
け
た
情
報
発
信
と
市
民

協
働
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。　

健全化実施前後の収支見込み

財政健全化後

財政健全化前

財政健全化
↑

累積赤字額の解消

20

0

-20

-40

-60

（単位 : 億円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

　

こ
の
財
政
健
全
化
計
画
を
完
全
に
実
施
す
る

こ
と
で
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
防
ぎ
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
行
政
改
革
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。



あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

８

　

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使
っ
て
絵
を
描
く

タ
イ
プ
ア
ー
ト
作
家
の
渡わ

た

辺な
べ

良よ
し

子こ

さ
ん

（
大お

お

町ま
ち

）
が
、
市
に
作
品
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
生
後
ま
も
な
く
脳
性
小
児
麻
痺
に
か

か
り
、
車
椅
子
で
の
生
活
を
続
け
て
い
る

渡
辺
さ
ん
。
足
の
指
を
使
っ
て
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
キ
ー
を
た
た
き
、
文
字
を
重
ね

る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
寄
贈
作
品
は
、
薪
を
背
負
っ
て
本
を

読
む
二に

の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

（
金き

ん

次じ

郎ろ
う

）
像
を
描
い
た

も
の
。
来
年
10
月
、
尊
徳
ゆ
か
り
の
全
国

23
自
治
体
が
参
加
し
、
筑
西
市
で
開
催
さ

れ
る
『
第
13
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
』
に

ち
な
ん
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

報徳サミットに向けて作品を寄贈

　

小
雨
と
な
っ
た
11
月
11
日
、
協
和
サ
ッ

カ
ー
場
で
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
こ
れ
は
、
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日

韓
大
会
開
催
を
記
念
し
、
大
会
翌
年
の
平

成
15
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
同
会

場
で
は
２
度
目
の
実
施
。
子
ど
も
た
ち
に

ボ
ー
ル
を
蹴
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
幼
年
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
を
図

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
日
は
市
内

の
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
な
ど
７
チ
ー
ム
を

含
め
、
埼
玉
県
や
県
内
各
地
か
ら
合
計
20

チ
ー
ム
、約
２
４
０
人
が
参
加
。ミ
ニ
ゲ
ー

ム
を
行
い
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子どもたちに蹴る楽しみを

　

11
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
熊
本
県
で
開

か
れ
た
知
的
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

『
第
４
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本 

（
Ｓ
Ｏ
Ｎ
）
夏
季
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
』
に
、
茨
城
県
立
協
和
養
護
学
校
中
学

部
１
年
の
関せ

き

口ぐ
ち

真し
ん

也や

く
ん
（
新に

い

治は
り

）
が
、

茨
城
選
手
団
の
一
員
と
し
て
出
場
。
陸
上

男
子
４
×
１
０
０
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
金
メ

ダ
ル
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
銀
メ
ダ
ル

に
輝
き
ま
し
た
。
走
る
こ
と
が
好
き
で
、

毎
日
２
時
間
の
練
習
を
こ
な
し
て
き
た
関

口
く
ん
。「
大
会
に
出
ら
れ
て
楽
し
か
っ

た
。
金
メ
ダ
ル
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

スペシャルオリンピックスで金メダル

ＪＦＡキッズ サッカーフェスティバル

協和養護学校の関口真也くん

タイプアートの渡辺良子さん



９ おでかけガイド／わが家のアイドル

筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 18 年 2 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保

護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、12 月 28 日（木）

までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

西
にし

 澤
ざわ

  桜
ろ

 胡
こ

 ちゃん

12月４日生 （下岡崎）
竹
たけ

 本
もと

  拓
たく

 真
ま

 くん

12月４日生（玉戸）
渡
わた

 邉
なべ

  陸
りく

 人
と

 くん

12月４日生 （藤ヶ谷）
飯
いい

 野
の

  瑠
る

 斗
と

 くん

12月６日生 （下川島）
安
やす

 原
はら

 惠
え

 夢
ん

 樹
じゅ

 ちゃん

12月 6日生 （門井）
石
いし

 塚
つか

 希
き

 夢
ゆ

 奈
な

 ちゃん

12月７日生 （海老ヶ島）
永
なが

 盛
もり

  心
ここ

 花
は

 ちゃん

12月 8日生 （泉町）

小
お

 島
じま

  彩
あや

 愛
ね

 ちゃん

12月10日生 （桑山）
西
にし

 村
むら

  歩
あわ

 夢
む

 くん

12月８日生（村田）
金
かな

 澤
ざわ

  琉
りゅう

 生
せい

 くん

12月10日生 （みどり町）
飯
いい

 島
じま

  諒
りょう

 太
た

 くん

12月13日生 （猫島）
菅
すが

 原
わら

  乙
つぐ

 海
み

 ちゃん

12月13日生 （玉戸）
倉
くら

 持
もち

  郁
い

 吹
ぶき

 くん

12月14日生 （船玉）

高
たか

 橋
はし

 涼
りょう

 太
た

 朗
ろう

 くん

12月14日生 （二木成）
椙
すぎ

 山
やま

  裕
ゆ

 梨
り

 ちゃん

12月16日生 （横島）
新
しん

 保
ぼ

  歩
あゆ

 未
み

 ちゃん

12月16日生（門井）
直
なお

 井
い

  歩
あゆ

 夢
む

 くん

12月20日生 （幸町）
中
なか

 島
じま

  太
た

 一
いち

 くん

12月20日生 （松原）
大
おお

 浦
うら

  史
み

 湊
なと

 くん

12月21日生 （海老ヶ島）
舘
たて

 野
の

  亜
あ

 美
み

 ちゃん

12月 21日生 （井出蛯沢）

新
あら

 井
い

  聖
まさ

 斗
と

 くん

12月22日生 （布川）
杉
すぎ

 山
やま

  奈
な

 優
ゆ

 ちゃん

12月 23日生 （玉戸）
内
うち

 田
た

  妃
ひ

 七
な

 ちゃん

12月22日生（落合）
池
いけ

 羽
ば

  歩
ほの

 楓
か

 ちゃん

12月25日生 （下川島）
遠
えん

 藤
どう

  叶
かな

 美
み

 ちゃん

12月25日生 （岡芹）
鉄
てっ

 炮
ぽう

 塚
づか

 翔
かけ

 琉
る

 くん

12月26日生 （飯島）
中
なか

 尾
お

  心
み

 宥
ゆう

 ちゃん

12月28日生 （市野辺）

藤
ふじ

 田
た

  眞
しん

 也
や

 くん

12月28日生 （玉戸）
熊
くま

 谷
がい

  羽
は

 音
のん

 ちゃん

12月30日生 （下川島）
奥
おく

 原
はら

 亜
あ

 沙
さ

 美
み

 ちゃん

12月30日生（二木成）

坂
さか

 入
いり

  柊
しゅ

 生
う

 くん

12月12日生 （榎生）

１/５（金） ニュー・イヤー・コンサート 2007
水戸芸術館［水戸市℡ 029-231-8000 月曜休］
開場５時 30 分 開演午後６時 Ｓ席 5,000 円 Ａ席
4,000 円 Ｂ席 3,000 円 世界に、いくつもの花。

４/８（日） 川上澄生と物語～南蛮の系譜をたどって～
鹿沼市立川上澄生美術館［栃木県鹿沼市℡
0289-62-8272］午前９時～午後５時  一般 300 円 
高校・大学生 200 円 小中学生 100 円 月曜定休

まで

（水） 景徳鎮千年展 ～皇帝の器から毛沢東の食器まで～

茨城県陶芸美術館［笠間市℡ 0296-70-0011］
午前９時 30 分～午後５時 一般 700 円 高校・
大学生 500 円 小中学生 250 円 約 50 点を紹介

1/20
（土）

3/21～村山密 展　～パリを描いて半世紀～
茨城県近代美術館［水戸市℡ 029-243-5111］午
前９時 30 分～午後５時 一般 830 円 高校・大学
生 580 円 潮来市出身の村山密の足跡を振り返る。

（日）
12/2

（土）
1/21～



おたより

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

10

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

私
は
将
来
、
Ｃ
Ｍ
を
作
る

仕
事
を
し
た
い
で
す
。
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
筑
西
市
を

全
国
に
紹
介
し
た
い
で

す
。

岩
いわもと

本万
ま ゆ こ

由子 仁
に へ い

平  晴
は る き

喜

ぼ
く
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
す

る
こ
と
で
す
。
筑
西
市
は
和

や
か
で
、
笑
い
声
の
あ
る
ま

ち
に
し
た
い
で
す
。

私
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
話
せ

る
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な

り
た
い
で
す
。
筑
西
市
を
外

国
人
と
い
っ
し
ょ
に
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
キ
ッ

ク
ボ
ク
サ
ー
に
な
る
こ
と
。

将
来
、
筑
西
市
は
み
ん
な

が
た
の
し
く
明
る
い
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
夢
は
、
発
明
家
に

な
る
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
発
明
し
て
、
筑
西

市
を
よ
い
ま
ち
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

河
間
小
学
校
児
童
数
１
６
０
人

児
童
数
１
７
５
人

私
の
将
来
の
夢
は
看
護
婦

に
な
る
こ
と
。
筑
西
市
に

あ
る
病
院
の
看
護
婦
さ
ん

に
な
っ
て
、
病
気
の
人
を

看
病
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

瀬
せ や

谷 玲
れ い な

奈 赤
あ か ぎ

城 なつき 赤
あ か ぎ

城 都
つ ば さ

羽沙新
あ ら い

井  秀
ひでとし

利

私
は
、
将
来
保
育
士
に
な

り
た
い
。
筑
西
市
の
子
ど

も
た
ち
が
よ
い
子
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

私
は
、
将
来
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
り
た
い
。
そ
し
て
筑

西
市
の
み
な
さ
ん
に
お
い

し
い
ケ
ー
キ
を
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
将
来
ヤ
ン
キ
ー
ス

の
松
井
選
手
の
よ
う
な
大

リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た
い
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な

筑
西
市
に
な
る
と
い
い
な
。

ぼ
く
は
、
プ
ロ
野
球
の
井

川
選
手
が
大
好
き
。
筑
西

市
の
野
球
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

上
野
小
学
校

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、
レ
ジ
袋

を
有
料
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
の
買
い

物
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
取
り
組

み
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
は
、
大
き
な
テ
ー
マ
の

よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
日

ご
ろ
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
が
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
そ
れ
に

は
無
駄
な
も
の
を
購
入
し
な
い
。
過

剰
な
包
装
を
断
る
。
使
え
る
も
の
は

も
う
一
度
使
う
努
力
を
す
る
。
こ
の

よ
う
な
事
を
小
さ
な
頃
か
ら
教
え
れ

ば
、自
然
と
身
に
付
く
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
学
校
で
は
、
給
食
の
牛
乳

パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
家
庭
で
も

教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
学
校

で
友
達
み
ん
な
と
取
り
組
む
の
と
は

ま
た
違
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
幼
稚
園
、

小
学
校
な
ど
で
環

境
問
題
に
取
り
組

む
時
間
を
も
っ
と

増
や
し
て
も
ら
い

た
い
を
思
い
ま
す
。

（
関
城
地
区
・
主
婦
）

子
ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
の

時
間
を
も
っ
と
増
や
し
て

仙
せ ん ば

波  利
としあき

章大
おおしま

島  宏
ひ ろ き

基早
は や せ

瀬  汐
し お り

莉

石
いしじま

島  成
な る み

美
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小
中
学
校
は
夢
へ
の
土
台
づ
く
り

　

今
の
時
間
を
大
切
に
生
き
て

人輝く
関
城
中
学
校
出
身
の
童
謡
歌
手
「
坂
入
姉
妹
」

　
「
童
謡
と
の
出
会
い
は
、
両
親
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

で
し
た
。
毎
日
、
外
国
語
で
オ
ペ
ラ
の
発
声
練
習
を
し

て
い
た
の
で
、『
た
ま
に
は
日
本
語
の
歌
を
聞
か
せ
て

よ
』
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
ペ
ア
ー
ノ

で
開
催
さ
れ
て
い
た
『
由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥
子
さ
ん

姉
妹
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
聞
い
た
美
し
い
歌
声
と
童
謡
の
あ
た
た
か
さ
に

心
を
打
た
れ
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

決
心
し
た
ん
で
す
。
日
本
語
の
曲
を
歌
お
う
と
」。

　

明
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
『
筑
西
市
教
育
の
集
い
』

の
講
師
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
か
ら
語
り
か
け
る
の
は
、
関

城
西
小
学
校
そ
し
て
、
関
城
中
学
校
出
身
の
坂
入
恵
美

さ
ん
・
真
紀
さ
ん
姉
妹
。

共
に
東
京
音
楽
大
学
声

楽
科
を
卒
業
し
、
現
在
、

全
国
各
地
で
童
謡
コ
ン

サ
ー
ト
を
展
開
。
日
本

の
歌
『
童
謡
』
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
新
し
い

担
い
手
と
し
て
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
が
今
あ
る
の
は
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

で
の
厳
し
い
練
習
お
か
げ
で
す
。
高
校
、
大
学
、
そ

し
て
今
で
も
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、
あ
の
厳
し
い
練
習
を
乗
り
こ
え
た

の
だ
か
ら
と
い
う
強
い
自
信
が
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。

父
か
ら
『
人
生
の
舞
台
は
自
分
で
つ
く
り
あ
げ

る
も
の
』
と
言
わ
れ
、
夢
を
目
標
に
か
え
て
必

死
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
小
中
学
生
の
み
な

さ
ん
、
夢
に
は
努
力
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

夢
へ
の
第
一
歩
は
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
る
こ
と
で
す
」。
美
し
い
歌
声
と
と
も
に
、

後
輩
た
ち
へ
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

坂
入
恵め

ぐ

み美
さ
ん
（
左
）

坂
入
真ま

き紀
さ
ん
（
右
）

　

　関城商工まつりの催しのひとつとして、
関城商工会青年部が行ったウルトラクイズ。
子どもから大人まで大勢の市民が、優勝賞
品である東京ディズニーリゾートのチケッ
ト獲得をめざして参加しました。出場者が
難問を解いたり、珍解答が飛び出すたびに、
会場が大きな歓声で包まれました。

めざせディズニーリゾート
関城商工まつり ウルトラクイズ



12

ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅

C11325 号（C11 型）

　

益
子
町
は
、
国
内
屈
指
の
焼
物
の
町
と
し

て
有
名
で
す
が
、
焼
物
以
外
に
も
、
歴
史
や

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

益
子
町
に
は
、
室
町
、
鎌
倉
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ
るる

貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
訪
れ
た
い
の
が
、
関
東
甲
信
越
四
大
古

塔
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
『
西
明

寺
の
三
重
塔
』。
に
ぎ
や
か
な
市
街
地
を
南
に

抜
け
、
車
で
約
５
分
、
高
館
山
の
山
腹
に
ひ
っ

そ
り
と
佇

た
た
ず
むむ

西
明
寺
は
、
北
関
東
の
名
刹
で

す
。
長
い
石
段
を
登
っ
て
い
く
と
明
応
元
年

（
１
４
９
２
年
）
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
苔こ

け

む

し
た
楼ろ

う
も
ん門
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
が
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
す
ぐ
横
に
立
つ
の
が

天
文
６
年
（
１
３
９
４
年
）
に
西
明
寺
城
主

●は SL 停車駅

益
子
駅
②益ま

し
こ
い
え
む
ね

子
家
宗
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
三
重
塔
（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
で
す
。
長
い
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
荘
厳
な
作
り
に
思
わ
ず
息
を
飲
む

ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
七
井
駅
に
程
近
い
町
北
部
に
は
、

応
永
９
年
（
１
４
０
２
年
）
良
栄
上
人
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
円
通
寺
が
あ
り
ま
す
。
か

つ
て
、
境
内
に
は
、「
金
沢
文
庫
」
や
「
足
利

学
校
」
と
並
ぶ
「
大
沢
文
庫
」
と
い
う
学
問

所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の

生
活
す
る
学
寮
は
38
棟
も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、

多
く
の
名
僧
を
輩
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
表
門（
国
指
定
重
要
文
化
財
）か
ら
本
堂
、

　

町
全
体
が
ゆ
る
や
か
な
起
伏
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
益
子
町
に
は
、
美
し
い
自
然
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
お
す
す

め
な
の
が
、
町
の
南
部
に
位
置
す
る
山
本
・

大お
お
ご
う
と

郷
戸
地
区
で
す
。

　

は
じ
め
に
訪
れ
た
の
が
、
昭
和
62
年
に
完

成
し
た
と
い
う
『
大
郷
戸
ダ

ム
』。
ダ
ム
は
、
昔
か
ら
水
田

の
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

住
民
の
悲
願
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
ダ
ム
の
水
は
、
周
辺
の

山
々
か
ら
湧
き
出
る
沢
水
が

少
し
ず
つ
流
れ
込
ん
で
く
る

も
の
な
の
で
、
冷
た
く
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
湖
の
周
囲

益
子
の
歴
史
に
触
れ
る

大沢文庫の第１書庫　
大沢文庫は８万坪に及
ぶ広大な敷地に 38 棟
もの学寮があり、常に
数百人の学生がここで
学んだという。

そ
し
て
裏
庭
へ
と
進
ん
で
行
く
と
、
赤
く
色

づ
い
た
紅も

み
じ葉

と
多
く
の
庭
石
を
配
し
た
、
美

し
い
庭
園
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

益
子
の
自
然
を
楽
し
む

に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
里
の
四

季
を
感
じ
な
が
ら
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
も
楽

し
め
る
親
水
公
園
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

湖
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
色
づ
い
た
山
々
を
眺

め
る
と
、
日
常
の
喧
噪
か
ら
離
れ
、
と
て
も

落
ち
つ
い
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。  　

　

ま
た
、
こ
の
地
区
で
は
、
多
く
の
文
化
財

と
恵
ま
れ
た
自
然
を
い
か
し
た
『
ふ
れ
あ
い

の
郷
事
業
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
に

隣
接
す
る
、
ふ
れ
あ
い
館
『
山
郷
乃
め
ぐ
み
』

を
拠
点
に
、
都
市
部
に
住
む
人
た
ち
に
農
業

体
験
や
民
泊
な
ど
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

足
を
運
ぶ
た
び
に
新
し
い
顔
を
発
見
で
き

る
益
子
町
。
筑
西
市
か
ら
は
、
山
を
ひ
と
つ

越
え
る
だ
け
。
ぜ
ひ
、
休
日
に
は
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

円通寺

西明寺

大郷戸ダム

なない

益子

田野小学校
田野中学校

至桜川市 国道 50 号

至水戸市

至宇都宮市

至真岡市

たたら

益 子
ましこ

下館

下館二高前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

西明寺 三重塔　

円通寺表門 優美で精巧
なつくりは室町時代の
代表的な建築様式です。

大郷戸ダム　新緑や紅葉の絶好のス
ポットです。

ふれあい館『山郷乃めぐみ』　土日、
祝日のみ営業。益子町山本松本入
3057-3 ℡ 0285-72-9777

山本・大郷戸地区

Vol.8
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鬼
怒
小
貝
漁
協
の
取
り
組
み

　

小
貝
川
や
勤
行
川
に
た
く
さ
ん
の
サ
ケ
が
あ
ら
わ
れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
川
に
戻

る
性
質
（
回
帰
性
）
を
持
つ
サ
ケ
。
勤
行
川
上
流
で
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
が
小
規
模

な
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
鬼
怒
川
で
放
流
さ
れ
た
稚
魚
が
迷
い
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
鬼
怒
川
で
サ
ケ
の
増
殖
事
業
に
取
り
組
む
鬼
怒
小
貝
漁
業
協
同
組
合
を
取
材
し
ま
し
た
。

清
流
と
サ
ケ
を
通
し
て『
川
を
い
か
し
た
地
域
づ
く
り
』を

魚
が
、
鬼
怒
川
の
匂
い
を
う
ろ
こ
に
し
み
込
ま
せ

な
が
ら
数
か
月
か
け
て
南
下
、
利
根
川
を
経
由
し

て
太
平
洋
へ
出
て
、
大
海
原
を
何
万
キ
ロ
も
回
遊

し
て
か
ら
３
～
５
年
後
に
ふ
る
さ
と
の
鬼
怒
川
に

戻
る
。
そ
の
営
み
に
、
い
と
お
し
さ
を
覚
え
な
い

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

鬼
怒
川
の
サ
ケ
の
産
院
と
も
い
え
る
鬼
怒
小
貝

漁
協
を
訪
ね
ま
し
た
。
鬼
怒
川
の
河
川
敷
、
国
道

50
号
に
か
か
る
橋
を
見
上
げ
る
場
所
に
事
務
所
と

孵
化
場
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
大
水
の
影
響
で
川
床
が
乱
れ
、
捕
獲
作

業
の
開
始
は
10
月
の
下
旬
に
な
り
ま
し
た
。
漁
場

で
は
、
立
て
網
を
“
く
”
の
字
型
に
川
幅
一
杯
に

張
り
、
大
型
の
金
属
製
の
『
筌う

け

』
に
サ
ケ
を
追
い

込
ん
で
捕
獲
。
数
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
孵
化
場
で

採
卵
・
受
精
を
行
い
、
約
２
～
３
か
月
か
け
て
１

グ
ラ
ム
に
な
る
ま
で
養
育
し
、
放
流
し
ま
す
。

　

戦
後
ま
も
な
く
始
ま
っ
た
孵
化
事
業
は
今
年
で

52
年
目
。
近
年
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
の
課

題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
員
は
全
員

兼
業
の
た
め
、
捕
獲
・
採
卵
を
行
う
の
は
、
お
も

稲
いな

葉
ば

　寛
ひろし

さん（中
なか

上
うえ

野
の

）

■このコーナーを担当したのは、

に
休
日
や
夜
間
。
水
浸
し
の
体
に
日
光
お
ろ
し
の

北
風
を
受
け
な
が
ら
の
作
業
は
、
鬼
怒
川
の
サ
ケ

へ
の
思
い
が
支
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

漁
協
の
仕
事
は
サ
ケ
の
増
殖
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
川
の
水
を
き
れ
い
に
保
ち
、
色
々
な
魚

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
市
民
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
確
保
す
る
と
い
う
隠
れ
た
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
も
川
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
鬼
怒
川
の
清
流
と

サ
ケ
を
通
し
た
『
川
を
い
か
し
た
地
域
づ
く
り
』
に

貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

サ
ケ
が
の
ぼ
る
南
限
・

鬼
怒
川

　

鬼
怒
川
は
、
那
珂
川
、
久
慈
川
と
と
も
に
県
の
サ

ケ
増
殖
事
業
河
川
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
に

取
り
組
む
の
は
、
市
内
女お

ざ

方か
た

に
あ
る
鬼
怒
小
貝
漁
業

協
同
組
合
（
坂
入
浩
組
合
長
・
組
合
員
２
５
０
人
）。

年
に
よ
っ
て
数
に
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

は
２
，
５
０
０
尾
を
捕
獲
、
60
万
尾
の
稚
魚
を
放
流

す
る
予
定
で
す
。
再
捕
率
（
４
年
前
の
放
流
数
と
捕

ら
え
た
親
魚
数
の
対
比
）
は
確
実
に
上
昇
し
、
平

成
元
年
の
０
・
０
８
％
に
対
し
て
平
成
14
年
に
は

４
２
５
倍
の
０
・
３
４
％
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
サ
ケ
の
人
工
孵ふ

化か

は
、
明
治
７
年
に
那

珂
川
で
試
験
的
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
稚
魚
は
荒
川
、
多
摩
川
、
相
模
川
に
放
流
さ

れ
ま
し
た
。
成
魚
で
捕
獲
さ
れ
た
の
は
明
治
13
年
に

１
尾
、
同
15
年
に
１
尾
だ
け
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
然
遡
上
の
南
限
を
変
え
よ
う
と
し
た
試
み
は
成
功

し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

荒
川
や
多
摩
川
か
ら
わ
ず
か
数
十
キ
ロ
北
の
鬼
怒

川
は
『
サ
ケ
が
の
ぼ
る
川
』
の
南
限
と
い
う
の
が
定

説
で
、
非
常
に
貴
重
な
河
川
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
筑
西
市
で
放
流
さ
れ
た
わ
ず
か
数
セ
ン
チ
の
稚



　
▼
下
館
市
選
挙
区
＝
筑
西
市
の
う
ち
旧
下
館

市
の
区
域　

▼
真
壁
郡
選
挙
区
＝
筑
西
市
の
う
ち
旧
関
城

町
、
旧
明
野
町
、
旧
協
和
町
の
区
域
と
桜
川

市
の
う
ち
旧
真
壁
町
、
旧
大
和
村
の
区
域

　

投　

票

▼
投
票
日
＝
12
月
10
日
（
日
）

▼
投
票
時
間
＝
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▼
投
票
所
＝
投
票
所
入
場
券
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
一
覧

▼
下
館
市
選
挙
区

第
１
投
票
区　

下
館
小
学
校

第
２
投
票
区　

筑
西
市
役
所

第
３
投
票
区　

伊
讃
小
学
校

第
４
投
票
区　

下
館
西
中
学
校

第
５
投
票
区　

川
島
公
民
館　

第
６
投
票
区　

養
蚕
小
学
校

第
７
投
票
区　

徳
持
ひ
さ
ご
児
童
館

第
８
投
票
区　

深
見
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
９
投
票
区　

竹
島
公
民
館

第
10
投
票
区　

河
間
公
民
館

第
11
投
票
区　

奥
田
若
葉
児
童
館

第
12
投
票
区　

中
公
民
館

第
13
投
票
区　

城
内
児
童
館

第
14
投
票
区　

五
所
公
民
館

第
15
投
票
区　

掉
ヶ
島
児
童
館

第
16
投
票
区　

下
江
連
児
童
館

第
17
投
票
区　

大
田
小
学
校　

第
18
投
票
区　

野
殿
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

第
19
投
票
区　

雁
沼
集
落
セ
ン
タ
ー

第
20
投
票
区　

川
神
馬
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
21
投
票
区　

嘉
田
生
崎
公
民
館

第
22
投
票
区　

東
榎
生
児
童
館

第
23
投
票
区　

幸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
真
壁
郡
選
挙
区

第
24
投
票
区　

船
玉
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
25
投
票
区　

関
本
公
民
館

第
26
投
票
区　

関
城
西
小
学
校
体
育
館

第
27
投
票
区　

桜
塚
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
28
投
票
区　

板
橋
集
落
セ
ン
タ
ー

第
29
投
票
区　

関
城
体
育
館

第
30
投
票
区　

藤
ヶ
谷
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
31
投
票
区　

関
城
幼
稚
園

第
32
投
票
区　

黒
子
公
民
館

第
33
投
票
区　

木
戸
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

第
34
投
票
区　

明
野
支
所

第
35
投
票
区　

中
根
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
36
投
票
区　

西
松
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
37
投
票
区　

長
讃
小
学
校　

第
38
投
票
区　

西
押
尾
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
39
投
票
区　

上
野
小
学
校

第
40
投
票
区　

東
石
田
公
民
館

第
41
投
票
区　

鳥
羽
小
学
校

第
42
投
票
区　

海
老
江
公
民
館

第
43
投
票
区　

村
田
小
学
校

第
44
投
票
区　

古
内
集
落
セ
ン
タ
ー

第
45
投
票
区　

鍋
山
公
民
館

第
46
投
票
区　

十
里
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
47
投
票
区　

協
和
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

第
48
投
票
区　

下
星
谷
公
民
館

第
49
投
票
区　

協
和
総
合
セ
ン
タ
ー

第
50
投
票
区　

横
塚
公
民
館

第
51
投
票
区　

井
出
北
部
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

第
52
投
票
区　

協
和
ふ
れ
あ
い
健
康
プ
ラ
ザ

第
53
投
票
区　

上
町
公
民
館

第
54
投
票
区　

蓬
田
公
民
館

第
55
投
票
区　

元
北
つ
く
ば
農
協
新
治
支
所

　

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
旅
行
や
結
婚
式
な
ど
で
選
挙
区

域
外
に
外
出
す
る
予
定
が
あ
り
、
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
入
場
券
が
届
く
前
で
も
で
き
ま
す
。）

▼
期
間
＝
12
月
２
日
（
土
）
〜
９
日
（
土
）

▼
投
票
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
場
所
＝
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
内
の
期
日
前

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
旧
下
館
市
の
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
…
市

役
所
本
庁
玄
関
ホ
ー
ル

◎
旧
関
城
町
・
旧
明
野
町
・
旧
協
和
町
に
住

ん
で
い
る
人
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的

施
設
第
１
会
議
室
（
関
城
支
所
敷
地
内
）、

明
野
支
所
１
階
会
議
室
、
協
和
支
所
１
階
談

話
室

　

開　

票

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）午
後
９
時
〜　

▼
場
所
＝
下
館
武
道
館

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
３
３
１

2006.12.12006.12.1

茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

今
回
に
限
り
、
合
併
前
の
選
挙
区
で
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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▼
日
時
＝
平
成
19
年
１
月
７
日
（
日
）　

▼

受
付
＝
午
後
１
時
〜
１
時
45
分　

▼
式
典
開

始
＝
午
後
２
時　

▼
対
象
＝
昭
和
61
年
４
月

２
日
〜
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人　

▼
場

所
＝
下
館
地
区
…
市
民
会
館
／
関
城
地
区
…

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）
／
明
野

地
区
＝
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
イ
ル
・
ブ

リ
ラ
ン
テ
）
／
協
和
地
区
…
協
和
公
民
館

ホ
ー
ル　

※
市
外
に
転
出
し
た
人
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま

す
が
、
通
知
が
届
か
な
い
人
で
出
席
を
希
望

す
る
人
は
、
12
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

TEL
　

22
　

０
１
８
２

　

確
定
申
告
や
住
民
税
申
告
の
農
業
所
得
の

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
分
の

申
告
か
ら
、
全
て
の
農
業
経
営
者
が
収
入
金

額
か
ら
実
際
の
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所

得
を
計
算
す
る
『
収
支
計
算
』
に
よ
り
申
告

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
申
告
期
間
は
平

成
19
年
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
）

　

市
で
は
、
農
業
を
事
業
と
し
て
経
営
し
て

い
る
人
（
青
色
申
告
、
す
で
に
収
支
計
算
で

申
告
し
て
い
る
人
、
農
地
の
貸
付
の
み
の
人

は
除
く
）
を
対
象
と
し
て
、
経
費
項
目
の
内

容
や
収
支
計
算
の
方
法
な
ど
に
関
す
る
『
収

支
計
算
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
が

最
後
の
説
明
会
で
す
の
で
、対
象
外
の
人（
案

内
通
知
が
届
か
な
い
人
）
も
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　

時

対
象
地
区

会　

場

12
月
16
日
（
土
）

       

受
付
＝
午
前
９
時

        

開
会
＝
９
時
30
分

下　

館

市
民
会
館

12
月
16
日
（
土
）

       

受
付
＝
午
後
１
時

        

開
会
＝
１
時
30
分

関　

城

明　

野

協　

和

明
野
公
民
館

※
説
明
会
は
１
時
間
程
度
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課

　

内
線
４
５
２
・
４
６
６
・
４
６
９
・
４
７
０

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
19
年
１
月

に
か
け
て
、
市
内
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
へ

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課
統
計
係　

内
線
４
９
４

▼
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
す
べ
て
が
加
入
で
き
ま
す
。

▼
過
去
４
年
間
の
通
算
利
回
り
は
年
平
均

５
・
44
％
で
す
＝
自
分
の
年
金
原
資
を
自
分

で
積
み
立
て
、
加
入
者
と
受
給
者
の
数
に
左

右
さ
れ
に
く
い
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

確
定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。
自
分
が
必
要
と

す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料

を
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。（
月
額
２
万
〜

６
万
７
千
円
）

▼
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
の
終
身
年
金
で
す

＝
農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
生

涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
農
業
者
老
齢
年

金
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
ご
遺
族
に
支
給
し

ま
す
。

▼
税
の
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
＝
支

払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節
税

に
な
り
ま
す
。

▼
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
人
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局
・
庶
務
課
振
興
係

　

TEL
　

20
　

１
１
６
７　

内
線
３
９
１

　

車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
用
事
や
、
自
宅
敷
地
内
に
駐
車
し
て

い
て
も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
貴
重
品
や
ス
ペ
ア
キ
ー
な
ど
は
車

内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
窓
は

必
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

被
害
が
市
内
全
域
に
お
よ
ん
で
い
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
警
察
署
生
活
安
全
課

　

TEL
　

24
　

０
１
１
０

　

市
民
安
全
課　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

　

ち
く
せ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
た
め
車

両
の
進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
１
時　

▼
場
所
＝
下
館
運
動
公

園
周
辺
道
路
（
左
図
の
と
お
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
下
館

　

総
合
体
育
館
）
TEL
　

28
　

５
０
４
０

【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
】

▼
日
時
＝
12
月
25
日
（
月
）　

▼
内
容
＝
入

館
料
割
引 

※
入
館
料
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

【
年
末
年
始
の
営
業
】　

▼
12
月
28
日
（
木
）
＝
営
業　

▼
12
月
31
日

（
日
）
＝
午
後
６
時
で
閉
館　

▼
１
月
１
日

（
月
）
＝
休
館　

▼
１
月
２
日
（
火
）
か
ら

平
成
19
年
成
人
式

工
業
統
計
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

農
業
所
得
『
収
支
計
算
説
明
会
』

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

車
上
ね
ら
い
・
自
動
車
盗
に
注
意

交
通
規
制
（
車
両
進
入
禁
止
）

筑
西
遊
湯
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

北

五所宮

岡芹

小川

玉
戸

車両進入禁止区域

総　合
体育館

下　館
運動場サッカー場

市民プール

変電所
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通
常
営
業
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
遊
湯
館　

TEL
　

33
　

５
１
５
１

　

開
業
時
か
ら
コ
ッ
ト
ン
ウ
エ
イ
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
『
Ｄ
Ｃ
モ
オ
カ
63
型
』
に
変

わ
り
、
12
月
10
日
よ
り
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
乗
客
数
が
増
員
と
な
る
新
し
い
車
両
を
運

行
し
ま
す
。『
Ｄ
Ｃ
モ
オ
カ
63
型
』
の
最
後

の
雄
姿
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
土
）　

▼
運
行
時
間

＝
①
真
岡
駅
発
…
午
後
２
時
13
分
〜
茂
木
駅

着
…
２
時
55
分　

②
茂
木
駅
発
…
午
後
３
時

23
分
〜
真
岡
駅
着
…
４
時
９
分　

③
真
岡
駅

発
…
午
後
４
時
11
分
〜
下
館
駅
着
…
４
時
33

分　

④
下
館
駅
発
…
午
後
４
時
45
分
〜
真
岡

駅
着
…
５
時
10
分　

▼
車
両
編
成
＝
２
両

▼
イ
ベ
ン
ト
＝
イ
ベ
ン
ト
用
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

を
付
け
て
運
行
／
乗
客
全
員
に
記
念
乗
車
券

を
贈
呈
／
多
数
の
商
品
を
用
意
し
、
車
内
抽

選
会
／
列
車
撮
影
会
（
真
岡
駅
）

■
問
い
合
わ
せ

　

真
岡
鐵
道
株
式
会
社

　

TEL
　 

０
２
８
５
　

８
４
　

２
９
１
１

　

開
業
以
来
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
既

存
車
両
（
レ
ー
ル
バ
ス
）
の
静
態
保
存
を
希

望
す
る
人
に
譲
り
ま
す
。

▼
車
両
台
数
＝
２
両
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

▼

経
費
＝
無
料　

た
だ
し
、
移
動

費
用
は
自
己
負

担　

▼
移
動
期

限
＝
12
月
25
日

（
土
）　

▼
申
し

込
み
＝
希
望
者

は
、
真
岡
鐵
道

に
『
レ
ー
ル
バ
ス
静
態
保
存
希
望
申
込
書
』

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

真
岡
鐵
道
株
式
会
社　

　

TEL
　 
０
２
８
５
　

８
４
　

２
９
１
１

　

犬
に
よ
る
人
へ
の
危
害
や
農
作
物
を
荒
ら

す
な
ど
の
被
害
の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
。
▼
犬
が
施

設
か
ら
脱
出
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
繋
い
で
い
る
犬
の
行
動

範
囲
が
、
道
路
ま
た
は
通
路
に
接
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
犬
の
飼
育
目
的
な

ど
に
応
じ
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
適
正
な
方
法
で
し
つ
け
を
し
て
、
飼
い
主

の
制
止
に
従
う
よ
う
に
訓
練
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
定
犬
は
オ
リ
の
中
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
適
正
に
処
理
し
、

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
・
建
物
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

   

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　 

０
２
９
６
　

７
２
　

１
２
０
０

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
～　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館　

図
書
室　

▼
対
象

＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者　

▼
内
容
＝

絵
本
『
う
み
を
あ
げ
る
よ
』『
く
ろ
く
ん
と

ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
』、
紙
芝
居
『
あ
た
ま

に
か
き
の
き
』『
し
ら
ゆ
き
ひ
め
』

■
問
い
合
わ
せ

　

夢
く
ら
ぶ　

小
川　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館　

和

室　

▼
対
象
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者
▼
内
容
＝
絵
本
『
お
ふ
ろ
ぽ
か
ぽ
か　

い
い
き
も
ち
』『
あ
の
ね
、
サ
ン
タ
の
国

で
は
ね
…
』、
紙
芝
居
『
こ
び
と
の
く
つ

や
』、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
～　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
お
じ
さ
ん
の
つ
え
』、
紙

芝
居
『
ぞ
う
さ
ん
の
す
べ
り
だ
い
』

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

～　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園　
（
雨
天
の

場
合
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
館
『
河
童
』）　

▼
対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内

容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、

ゲ
ー
ム
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
～

▼
会
場
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容

＝
個
人
戦　

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
賞

品
代
）　

▼
優
勝
賞
品
＝
胡
蝶
蘭　

▼
参
加

自
由

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
輪
投
げ
の
会　

　

大
和
田　

TEL
　

22
　

４
５
０
６

　
▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
土
）　

午
後
６
時
～

▼
場
所
＝
三
の
丸
ホ
テ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ホ
ー
ル　

▼
料
金
＝
１
０
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｋ
・
Ｓ
・
オ
フ
ィ
ス　

TEL
　

24
　

０
０
２
８

『
Ｄ
Ｃ
モ
オ
カ
63
型(

レ
ー
ル
バ
ス)

さ
よ
う
な
ら
列
車
』
の
運
行

犬
に
よ
る
危
害
・
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に

読
み
が
た
り

西
城
慶
子　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
の
会（
協
和
公
民
館
）

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

市
民
交
流　

輪
投
げ
の
会

『
Ｄ
Ｃ
モ
オ
カ
63
型(

レ
ー
ル
バ
ス)

譲
り
ま
す
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『
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計
画
』
お
よ
び

『
小
貝
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
』
へ
の
意
見

を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

霞
ヶ
浦
圏
域
お
よ
び
小
貝
川
圏
域
の
県
が

管
理
し
て
い
る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に

関
す
る
こ
と
（
治
水
）、
農
業
用
水
な
ど
の
河

川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
（
利
水
）、
河
川

環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ
と
（
環
境
）
な
ど
に

つい
て
、
河
川
整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

計
画
に
地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
計
画
の
原
案
を
公
表
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
12
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く　

▼
縦
覧
場
所
＝
市

土
木
課
、
筑
西
土
木
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

市
土
木
課
土
木
事
業
推
進
係

　

TEL
　

20
　

１
１
７
３　

内
線
７
２
４
２

　

筑
西
土
木
事
務
所
道
路
河
川
整
備
第
二
課

　

TEL
　

24
　

９
２
７
５

　

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
河
川
課
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
も
原
案
が
見
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
１
月
10
日
（
水
）
…

お
正
月
あ
そ
び
を
た
の
し
も
う　

１
月
17

日
（
水
）
…
小
麦
粉
ね
ん
ど
を
つ
く
っ
て
あ

そ
ぼ
う　

１
月
24
日
（
水
）
…
ふ
く
は
う
ち

　

お
に
は
そ
と　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
各
30
組

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
18
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
、

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用

で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の
０
歳
～
６
歳
ま

で
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※

初
め
て
の
人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）
電
話
の
場
合
、
印

鑑
は
後
日
持
参
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
内
容
＝
ス
ポ
ン
ジ
か
ら
手
作
り
で
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。
▼
日
時

＝
12
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

調
理
室　

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
生
と
親

　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
10
組　

▼
参
加
費
＝

材
料
費
１
，
０
０
０
円
程
度
（
当
日
徴
収
）

▼
持
参
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
な
ど　

▼
申
込
開
始
＝

12
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
～　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
（W

ord

）
の
操
作
を

基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
（
全
５
回
）　

▼
日

時
＝
１
月
17
日
（
水
）、
24
日
（
水
）、
31
日

（
水
）
午
前
９
時
〜
正
午
／
２
月
７
日
（
水
）、

14
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
学
生

を
除
く
）　

▼
募
集
人
数
＝
20
人　

※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
受
講
料
＝
無
料

※
資
料
代
は
実
費
負
担　

▼
申
込
期
間
＝
12

月
12
日
（
火
）
〜
15
日
（
金
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
内
容
＝
『
椿
の
花
』
を
和
紙
の
ち
ぎ
り
絵

で
作
り
ま
す
。　

▼
日
時
＝
１
月
16
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時　

▼
会
場
＝
し
も
だ

て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
募
集
人
数
＝
先

着
15
人　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
２
，
０
０
０

円
程
度
（
当
日
徴
収
）　

▼
持
参
物
＝
Ｂ
ま

た
は
２
Ｂ
の
鉛
筆
、消
し
ゴ
ム
、ガ
ー
ゼ
（
ま

た
は
白
の
ハ
ン
カ
チ
）
な
ど　

▼
申
込
期
間

＝
12
月
14
日
（
木
）
〜
１
月
５
日
（
金
）
午

前
９
時
～　
（
12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま

で
は
休
館
と
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

交
流
推
進
係

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

河
川
整
備
計
画
へ
の
意
見
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

１
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

地
域
交
流
『
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
』
参
加
者
募
集

地
域
交
流
『
ち
ぎ
り
絵
教
室
』
参

加
者
募
集

地
域
交
流
『
親
子
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
づ
く
り
』
参
加
者
募
集
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内　容

◆おもしろ理科教室
 ①ビニールロケット
　 かさ袋を使い飛ばして遊ぶ
 ②不思議なひもで遊ぶ
　ラップの芯とひもを使って遊ぶ
 ③ 3 分間でできるスライム
　 洗濯のり、着色剤などを使って
　 作る　

◆たのしいおはなしの会
 ①絵本（てぶくろを買いに、かも
　 とりごんべい）
 ②紙芝居（うみにしずんだおれ）
 ③ぺープサート（ゆらゆらばしの  
　 うえで）
 ④歌など

場　所

協和公民館
ホール

協和公民館
ホール

日　時

12 月 23 日（土）

午前 10 時〜正午

12 月 27 日（水）

午前 10 時〜正午

▼
対
象
者
＝
園
児
・
児
童
（
１
年
〜
２
年
生
）

と
そ
の
保
護
者（
保
護
者
は
定
員
に
含
ま
ず
）

▼
募
集
人
数
＝
先
着
20
人　

▼
参
加
費
＝
無

料　

※
材
料
費
は
自
己
負
担
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
開
始
＝
12
月
１
日
（
金
）
〜　

※
月

曜
日
休
館

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

協
和
公
民
館　

TEL
　

57
　

２
５
１
１

　

内
線
３
３
３

▼
日
時
＝
１
月
19
日
（
金
）
〜
20
日
（
土
）

▼
ス
キ
ー
場
＝
福
島
県
『
だ
い
く
ら
ス
キ
ー

場
』
を
予
定　

▼
集
合
場
所
＝
結
城
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
『
ア
ク
ロ
ス
』
前　

集
合
・
午

後
11
時　

帰
着
・
午
後
８
時
30
分
頃　

▼
参

加
者
＝
小
学
生
以
上
40
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費
＝
小
学
生
…
９
，
９
０
０
円
、
中
学

生
以
上
…
１
１
，
０
０
０
円　

交
通
費
、
リ

フ
ト
１
日
券
（
ホ
ル
ダ
ー
付
）、朝
食
、昼
食
、

レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料
（
レ
ン
タ
ル
用
品
は

別
途
）、
お
み
や
げ
『
お
宝
グ
ッ
ズ
』
付　

▼
主
催
＝
ブ
リ
ッ
ジ
21
青
少
年
育
成
委
員
会

（
TEL
　

33
　

８
４
６
９
）　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

西
条　

TEL
　

24
　

１
６
６
６

　

Ｅ
メ
ー
ル　

saijo@
bg.w

akw
ak.com

　

※
12
月
17
日
（
日
）
は
午
前
９
時
〜
正

　

午
ま
で
『
ア
ク
ロ
ス
内
Ａ
会
議
室
』
に
て

　

受
付
し
ま
す
。

▼
内
容
＝
タ
オ
ル
を
使
っ
て
か
わ
い
い
ウ
サ

ギ
を
作
り
ま
す
。
▼
日
時
＝
12
月
17
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午
頃　

▼
会
場
＝
明
野
図
書

館
・
視
聴
覚
室
　

▼
募
集
人
数
＝
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
20
人

程
度
（
大
人
と
一
緒
な
ら
園
児
も
可
）　

▼

持
参
物
＝
タ
オ
ル
、
も
め
ん
糸
（
白
・
赤
）、

縫
い
針
、
は
さ
み　

▼
申
込
期
限
＝
12
月
13

日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

明
野
図
書
館

　

TEL
　

52
　

２
４
６
６

　

自
衛
隊
に
関
心
や
興
味
の
あ
る
人
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分 

▼
会
場
＝
市
役
所
１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル　

▼
種
目
＝
２
等

陸
・
海
・
空
士
自
衛
官
、
他　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　

筑
西
事
務
所　

TEL
　

22
　

７
２
３
９

▼
日
時
＝
１
月
22
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正

午　

▼
場
所
＝
県
西
総
合
公
園
（
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
内
会
議
室
）　

▼
講
師
＝
ア
ロ
ハ
コ
コ

ナ
ッ
ツ
主
宰　

横
塚
好
江
先
生
、
関
根
利
子

先
生
、
大
沢
敬
子
先
生　

▼
持
参
物
＝
動
き

や
す
い
服
装
、
シ
ュ
ー
ズ　

▼
募
集
人
数
＝

先
着
50
人　

▼
対
象
者
＝
広
域
圏（
結
城
市
・

筑
西
市
・
桜
川
市
）
内
在
住
の
人

■
問
い
合
わ
せ 
・
申
し
込
み

　

県
西
総
合
公
園
管
理
事
務
所　

　

TEL
　

57
　

５
６
３
１

冬
休
み
子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

タ
オ
ル
創
作
講
座
参
加
者
募
集

自
衛
官
募
集
説
明
会

フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
教
室
参
加

者
募
集

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

連　絡
問い合わせ

広報広聴課広聴係
ＴＥＬ 24-2111
内線 314

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

12 月 11 日（月）
午前９時〜電話予約

（先着 8 人）

相談員

（ 人権擁護委員）    
大 林 　 浩
堀 江 　 潔

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁 護 士 

相談会場

市民会館
１階会議室

相談日時

12 月 21 日（木）
午後１時〜３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談に応じます  ＊費用＝無料　＊対象＝市内在住の人
□人権相談　　子ども（いじめや体罰）・女性（ＤＶ・セクハラ）・高齢者・障害者に対する
　　　　　　　人権問題や、夫婦・家庭内の問題、近隣トラブルなどの相談
□行政相談　　国・県・市町村の行政サービスに関する苦情やご意見などを伺います。
□法律相談　　金銭貸借・土地の境界・遺産相続・家庭問題など解決策を助言します。

木造住宅簡易耐震診断相談
　　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く
倒壊し、多数の人が犠牲となりました。いつ
起こるかわからない地震に備えて建物が安全
かどうか、専門家（相談員）が会場で相談に
応じます。一緒に確認してみましょう。

▼受付＝随時募集　 ▼日時＝申込受付け後、
開催日などを後日連絡します。 ▼場所＝本
庁舎エントランスホール　 ▼相談員＝（社）
茨城県建築士会筑西支部 ▼相談内容＝わが
家の耐震診断（問診表）による相談　※申
込受付後、事前に現地で簡易的な予備調査
を行います。 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み 
　　建築課建築係　TEL 20-1177

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
会
参
加

者
募
集
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Information
▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人　

▼
日
時
＝
12

月
８
日
（
金
）、
11
日
（
月
）、
14
日
（
木
）、

21
日
（
木
）、
25
日
（
月
）　

午
後
１
時
30
分

～
３
時　

▼
場
所
＝
筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
＝
高
齢
者
向
け
の
軽
い
運
動

で
す
。
▼
持
参
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運

動
し
や
す
い
服
装
、
靴　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

▼
日
時
＝
12
月
26
日
（
火
）
午
前
10
時
～
正

午　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所

＝
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア
・
カ
ス
ミ
下
館
南
店

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
推
進
課　

TEL
　

24
　

２
２
６
７

【
寄
付
金
】　

▼
福
祉
事
業
基
金
へ
＝
四
つ
竹

健
康
お
ど
り
雅
流
（
益
子
町
）
筑
西
市
会
員

一
同
様　

３
２
，
０
０
０
円　

▼
第
13
回
全

国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
筑
西
市
大
会
に
向
け
て
の

Ｐ
Ｒ
＝
渡
辺
良
子
様（
大
町
）　

タ
イ
プ
ア
ー

ト
『
二
宮
金
次
郎
像
』
縦
76
㎝
×
横
57
㎝
額
寸

【
善
意
銀
行
】
▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝
本

城
町
女
性
会
様　

５
，
０
０
０
円
／
匿
名
　　　　　　　　　

１
５
，
０
０
０
円
／
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
８
２
０
地
区
下
館
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
様　

１
０
，
０
０
０
円
／
匿
名　

５
０
０
，
０
０
０
円
／
日
本
盆
栽
協
会
筑

西
支
部
様　

５
，
７
６
４
円
／
和
久
井
勉

様
（
稲
荷
）　

１
０
０
，
０
０
０
円
／
匿
名

３
，
５
８
８
円
／
下
館
北
部
女
性
会
様　

３
０
，０
０
０
円
／
（
株
）
日
立
ハ
ウ
ス
テ
ッ

ク
結
城
工
場
様　

５
９
，
８
９
０
円
／
筑
西

市
地
域
女
性
連
絡
会
明
野
支
部
様　

３
０
，

０
０
０
円
／
明
野
地
区
金
融
団
様　

３
１
，

３
２
１
円
／
華
朋
の
会
様　

１
０
，
０
０
０

円
／
ご
ぎ
ょ
う
の
里
様　

サ
ル
バ
カ
バ
ー
／

匿
名　

バ
ス
ク
リ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
セ
ッ
ト

▼
こ
と
ぶ
き
荘
老
人
ホ
ー
ム
へ
＝
古
奈
陽
様

（
桜
町
）
米
10
㎏　

▼
市
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
＝
ニ
ュ
ー
麗
都
様
（
西
谷
貝
）

お
菓
子
（
段
ボ
ー
ル
１
箱
）

○
身
体
的
な
暴
力

○
精
神
的
な
暴
力

○
性
的
な
暴
力

○
経
済
的
な
暴
力

○
社
会
的
な
暴
力

女
性
問
題
相
談

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や
離
婚
問
題
、
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
。
我
慢
し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
時
に
は
相
談
を

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
夫
の
浮
気
、

離
婚
し
た
い
、
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
、
そ
の

ほ
か
人
間
関
係
や
金
銭
的
な
問
題 

な
ど

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は

　

夫
や
婚
約
者
、
同
棲
相
手
、
恋
人
、
別

れ
た
夫
な
ど
、
親
し
い
関
係
に
あ
る
人
か

ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
具
体

的
に
は
、次
の
よ
う
な
も
の
を
言
い
ま
す
。

殴
る
・
蹴
る
・
つ
ね
る
・
突
き
飛
ば
す
・

刃
物
を
突
き
つ
け
る
・
物
を
投
げ
つ
け

る大
声
で
ど
な
る
・
脅
す
・
見
下
す
発
言

を
す
る
・
何
を
言
っ
て
も
無
視
し
て
口

を
き
か
な
い

性
行
為
を
強
要
す
る
・
避
妊
に
協
力
し

な
い　

生
活
費
を
渡
さ
な
い
・
仕
事
を
辞
め
さ

せ
る

交
友
関
係
を
制
限
す
る
・
外
部
と
連
絡

を
と
ら
せ
な
い

　

ア
ル
テ
リ
オ
２
階
の
男
女
共
同
参
画
課

で
は
、
毎
月
２
回
の
相
談
日
を
設
け
、
女

性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員

（
女
性
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
１

人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

次
回
の
相
談
は
…

▼
相
談
日
＝
平
成
19
年
１
月
５
日
（
金
）・

16
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
相
談
希
望
者

は
、
12
月
８
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
男
女
共
同
参
画
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い　

▼
都
合
で
相
談
日
に
来
ら
れ

な
い
人
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で

す　

▼
土
・
日
曜
、
祝
日
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
月
曜
定
休
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

男
女
共
同
参
画
課

　

TEL
　

23
　

－

１
６
０
０
（
直
通
）

転
倒
骨
折
予
防
教
室
参
加
者
募
集

愛
の
献
血

固 定 資 産 税（４期）
都 市 計 画 税（４期）
国民健康保険税（７期）

納期限：12月 25日（月）
納税に便利な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の届出印を持参のうえ
市収税課または市内の金融機関・郵便局へ
■問い合わせ
　　　　　　市収税課管理係　内線 444

県
税
事
務
所
で
は
、
次
の
２
種
類
の
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
す
。
▼
様
式
第
40
号
の
４
（
ア
）
＝
税
目
別
、

年
度
ご
と
の
納
税
状
況
の
証
明　

▼
様
式
第
40
号
の

４
（
イ
）
＝
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
未
納
の
な
い

こ
と
を
証
明

■
問
い
合
わ
せ　

筑
西
県
税
事
務
所
総
務
課

　

TEL
　

24
　

９
１
８
４
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人口＝男 55,309 人　女 56,370 人　計 111,679 人　世帯数＝ 34,829 世帯（平成 18 年 11 月１日現在・常住人口）

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
取
材
し
ま
し
た
。
実
は

中
学
・
高
校
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
を
か

じ
っ
た
こ
と
の
あ
る
∞
。
あ
い
に
く

の
小
雨
に
も
負
け
ず
、
一
生
懸
命
に

ボ
ー
ル
を
追
う
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
姿
を
見
て
、久
し
ぶ
り
に
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。　
（
∞
）

　

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
そ
の
身

を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
し
て
産
卵
す
る

鮭さ
け

。
今
年
も
鮭
の
遡
上
が
勤
行
川

で
見
ら
れ
た
。
自
ら
命
を
絶
つ
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
流

れ
る
。
自
分
一
人
の
命
で
は
な
い

と
生
命
の
リ
レ
ー
を
鮭
が
教
え
て

く
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

 

（
ま
）

　

今
日
か
ら
師
走
。
当
市
の
10
大

ニ
ュ
ー
ス
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が

18
・
8
％
で
県
内
ワ
ー
ス
ト
３
に
ラ

ン
ク
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
か
れ

全
国
的
に
市
を
Ｐ
Ｒ
が
明
暗
の
ト
ッ

プ
か
も
。
１
年
間
を
振
り
返
り
み
な

さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
、
明
る
い
話

題
が
続
い
て
ほ
し
い
。　
　
　

 

（
も
）

地中海原産の多年草で、冬の代表的な花シ
クラメン。日本には明治時代に伝わり、和
名はカガリビバナ（篝火花）といいます。

12/4～12/10は
人権週間です

昭和23年 12月 10日、国連総会で世界人権宣言が採択されたのを記念して、毎年12

月 10日は『人権デー』と定められています。また法務省と全国人権擁護委員連合会で

は、12月４日から10日までを『人権週間』とし、さまざまな啓発活動を行っています。

《第 58 回人権週間強調事項》
■ 女性の人権を守ろう
■ 子どもの人権を守ろう
■ 高齢者を大切にする心を育てよう
■ 障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
■ 部落差別をなくそう
■ アイヌの人々に対する理解を深めよう
■ 外国人の人権を尊重しよう

■ ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
■ 刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
■ 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
■ インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
■ 性的指向を理由とする差別をなくそう
■ ホームレスに対する偏見をなくそう
■ 性同一性障害を理由とする差別をなくそう
■ 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

『いじめをなくそう人権教室』

11 月、人権擁護委員協議会筑西市部会が、大田小学校と関城西小学校の 4 年生を
対象に『いじめをなくそう人権教室』を開催しました。講師である人権擁護委員
の指導のもと、子どもたちが、いじめをなくすにはどうしたらいいのかを考えて
意見を発表。友達を悲しませてはいけない、という人権思想の基本を学びました。

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

右
／
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

左
／
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君

大田小学校で行われた人権教室
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